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第61期定時株主総会招集ご通知

拝啓　平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。

さて、当社第61期定時株主総会を後記のとおり開催いたしますので、ご出席くださ

いますようご通知申し上げます。

なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することができますので、お手数

ながら後記の「株主総会参考書類」をご検討くださいまして、同封の議決権行使書用紙に賛否をご

表示いただき、平成27年12月21日（月曜日）午後６時までに到着するようご返送いただきたくお

願い申し上げます。

敬　具
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記

１ 日　　時 平成27年12月22日（火曜日）午前10時

２ 場　　所 北海道帯広市西７条南19丁目１番地
北海道ホテル　２階　新雪の間
（末尾の会場ご案内図をご参照ください。）

３ 目的事項 報告事項 １．第61期（平成26年10月１日から平成27年９月30日まで）
事業報告、連結計算書類並びに会計監査人及び監査役会の
連結計算書類監査結果報告の件

２．第61期（平成26年10月１日から平成27年９月30日まで）
計算書類報告の件

決議事項 第１号議案　剰余金の処分の件
第２号議案　定款一部変更の件
第３号議案　監査役２名選任の件
第４号議案　退任代表取締役に対し退職慰労金贈呈の件

以　上

◎当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますよう
お願い申し上げます。

◎本招集ご通知に添付すべき書類のうち、「連結注記表」及び「個別注記表」として表示すべき事
項につきましては、法令及び当社定款の定めにより、インターネット上の当社ウェブサイト
（http://www.daiichi-d.co.jp/）に掲載しておりますので、本添付書類には記載しておりませ
ん。
なお、監査役が監査報告書を、会計監査人が会計監査報告書をそれぞれ作成するに際して監査し
た連結計算書類及び計算書類には、本添付書類記載のもののほか、この「連結注記表」及び「個
別注記表」として表示すべき事項も含まれております。

◎株主総会参考書類並びに事業報告、計算書類及び連結計算書類に修正が生じた場合は、インター
ネット上の当社ウェブサイト（http://www.daiichi-d.co.jp/）に掲載させていただきます。
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（提供書面）

事　業　報　告

(平成26年10月 1 日から
平成27年 9 月30日まで)

１．企業集団の現況
⑴　当事業年度の事業の状況

①　事業の経過及び成果
　当連結会計年度におけるわが国経済は、政府の経済政策や日銀の金融緩和政策により、企
業収益や雇用環境に改善が見られるなど、景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。そ
の一方で、消費税増税後の個人消費低迷の長期化や円安による原材料価格の高騰、中国経済
の減速などから、景気の先行きについては依然として不透明な状況が続いております。
　当社グループ（当社及び連結子会社）を取り巻くスーパーマーケット業界は、実質賃金の
伸び悩みによる消費者の節約志向と低価格志向の継続、仕入コストや人件費の上昇、業種・
業態を超えた価格競争の激化などが重なり、厳しい経営環境となりました。
　このような経営環境のもとで当社グループは、食品を中心に地域に密着したスーパーマー
ケットとして、お客様からの高い支持と信頼をいただけるよう、新鮮かつ安全で安心な商品
の提供に努めるとともに、お客様の要望にお応えする商品の提供、値ごろ感を重視した価格
政策、従業員教育の充実によるサービスレベルの向上などにより、店舗における営業力の強
化に取り組んでまいりました。
　お客様へのサービス向上の一環として、既に旭川ブロックにて稼動しているポイントカー
ド「フレカ」を、平成26年10月に「清田店（札幌ブロック）」及び「音更店（帯広ブロッ
ク）」に導入、平成27年４月にその他の店舗に導入し、全店舗での利用が可能となりました。
また、平成27年２月より全店舗において、電子マネー「ｎａｎａｃｏ（ナナコ）」カードの
利用が可能となり、併せてチャージ機を設置いたしました。
　店舗の状況につきましては、平成27年４月、恵庭市恵み野の大型複合商業施設内の核店舗
として「恵み野店（札幌ブロック）」を新規出店し、お客様の買い物環境の充実と満足度の
向上に努めております。既存店強化策としては、平成27年３月に「東旭川店(旭川ブロッ
ク）」、６月に「めむろ店（帯広ブロック）」の売場の増床リニューアルを実施いたしまし
た。また、省電力化の取り組みとして、「啓北店（帯広ブロック）」と「オーケー店（帯広
ブロック）」において、ＬＥＤ照明への切り替え及び空調設備・冷凍機の更新を行いました。
なお、当連結会計年度末現在の店舗数は、帯広ブロック10店舗（子会社１店舗を含む。）、
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旭川ブロック７店舗、札幌ブロック５店舗、合計22店舗であります。
　地域別の売上高につきましては、帯広ブロックは165億２百万円(前期比3.6％増）、旭川ブ
ロックは108億92百万円（前期比3.8％増）、札幌ブロックは92億４百万円（前期比14.1％
増）となりました。また、既存店売上高につきましては、平成27年３月の消費税増税前の駆
け込み需要の反動減、「東旭川店」及び「めむろ店」のリニューアルに伴う一時休業があり
ましたが、販売力の強化による競争力の向上とお客様の視点に立った強い店作りの推進など
により、前期比2.4％増と堅調に推移いたしました。
　売上総利益率につきましては、業種・業態を超えて価格競争が激化する中で、商品本部機
能の見直しによる商品力の強化、ロスの削減と仕入の見直しなどにより、前期に比べ、0.1ポ
イント改善し、24.1％となりました。
　株式会社イトーヨーカ堂（以下、「イトーヨーカ堂」という。）との業務提携につきまし
ては、北海道エリアにおける同社との商品開発と物流システムの構築、それによる高品質商
品の追求とコスト削減に取り組みました。
　引き続き当社グループは、同業他社のみならず異業種も念頭に据えた企業間競争に耐えう
る強い企業体質の実現に取り組み、業容の拡大と企業価値の向上に努めてまいります。
　これらの結果、当連結会計年度における売上高は366億８百万円（前期比6.1％増）、営業
利益は11億51百万円（前期比9.9％増）、経常利益は11億39百万円（前期比11.3％増）、当
期純利益は７億14百万円（前期比13.7％増）となり、各数値ともに過去の最高値を更新いた
しました。また、１株当たり当期純利益は125円７銭（前期110円２銭）となりました。
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　部門別売上高状況は、次のとおりであります。

区 分
第60期

(25.10.1～26.9.30)
第61期(当連結会計年度)
(26.10.1～27.9.30) 前連結会計年度比

金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 増減率
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

青 果 5,487 15.9 5,839 16.0 351 6.4

水 産 3,693 10.7 3,936 10.8 242 6.6

畜 産 4,213 12.2 4,754 13.0 540 12.8

惣 菜 3,167 9.2 3,389 9.3 221 7.0

デ イ リ ー 5,103 14.8 5,394 14.7 291 5.7

一 般 食 品 10,915 31.7 11,367 31.0 451 4.1

日 用 雑 貨 835 2.4 843 2.3 8 1.0

そ の 他 1,082 3.1 1,083 2.9 0 0.0

合 計 34,500 100.0 36,608 100.0 2,107 6.1

②　設備投資の状況
当連結会計年度中において実施いたしました当社グループの設備投資の総額は、有形固定

資産の取得12億37百万円、建設協力金の支払及び敷金の支払３億19百万円等の合計15億57
百万円であります。その主な内容は、恵み野店の新設及び東旭川店、めむろ店の増床に伴う
ものであります。

なお、当連結会計年度中において重要な設備の除却、売却等はありません。

③　資金調達の状況
該当事項はありません。

④　事業の譲渡、吸収分割または新設分割の状況
該当事項はありません。
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⑤　他の会社の事業の譲受けの状況
該当事項はありません。

⑥　吸収合併または吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況
該当事項はありません。

⑦　他の会社の株式その他の持分または新株予約権等の取得または処分の状況
該当事項はありません。

⑵　直前３事業年度の財産及び損益の状況
①　企業集団の財産及び損益の状況

区 分 第 58 期
(平成24年９月期)

第 59 期
(平成25年９月期)

第 60 期
(平成26年９月期)

第 61 期
(当連結会計年度)
(平成27年９月期)

売 上 高 31,624百万円 32,369百万円 34,500百万円 36,608百万円

経 常 利 益 721百万円 879百万円 1,024百万円 1,139百万円

当 期 純 利 益 384百万円 525百万円 628百万円 714百万円

１株当たり当期純利益 96円13銭 126円38銭 110円02銭 125円07銭

総 資 産 14,456百万円 15,731百万円 15,991百万円 16,679百万円

純 資 産 5,470百万円 7,551百万円 8,085百万円 8,727百万円

（注）１株当たり当期純利益は、自己株式を控除した期中平均発行済株式数により算出しております。
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②　当社の財産及び損益の状況

区 分 第 58 期
(平成24年９月期)

第 59 期
(平成25年９月期)

第 60 期
(平成26年９月期)

第 61 期
(当事業年度)

(平成27年９月期)

売 上 高 29,290百万円 30,049百万円 32,448百万円 34,544百万円

経 常 利 益 555百万円 672百万円 866百万円 967百万円

当 期 純 利 益 245百万円 331百万円 531百万円 586百万円

１株当たり当期純利益 61円47銭 79円68銭 92円98銭 102円69銭

総 資 産 12,599百万円 13,843百万円 14,292百万円 14,925百万円

純 資 産 5,043百万円 6,930百万円 7,366百万円 7,880百万円

（注）１株当たり当期純利益は、自己株式を控除した期中平均発行済株式数により算出しております。

⑶　重要な親会社及び子会社の状況
①　親会社の状況

　該当事項はありません。

②　重要な子会社の状況
会 社 名 資 本 金 当 社 の 議 決 権 比 率 主 要 な 事 業 内 容

株 式 会 社 オ ー ケ ー 50百万円 100％ スーパーマーケット事業

⑷　対処すべき課題
　今後の経済動向につきましては、当面緩やかな景気回復基調が続くものと期待されますが、
中国経済の減速感の高まりや米国の利上げ観測などにより、先行き不透明感が増すものと思わ
れます。
　スーパーマーケット業界におきましては、原材料価格の高騰や異業種を含めた価格競争の継
続、生活防衛意識の高まりによる消費抑制、人材の確保難など、依然厳しい経営環境が続くも
のと予想されます。
　このような経営環境のもとで当社グループは、イトーヨーカ堂との共同による商品作り、売
場作り及び販売促進を進め、競合各社との競争力強化に努めてまいります。また、販売本部及
び商品本部の活性化を図るとともに、売上総利益率の改善による収益力の向上や商品開発によ
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る販売力の強化、人材育成のための教育制度の充実などにより、人を重視した経営を実践して
まいります。
　店舗につきましては、既存店強化策として２～３店舗の増床リニューアルを予定しておりま
す。また、お客様の立場に立った、商品作りと売場作りに取り組んでまいります。
　引き続き、現地・現場・現品主義の徹底を図り、生産性の向上と作業の効率化を推し進め、
更なる業容の拡大と企業価値の向上を目指してまいります。
　今後も当社グループは、「お客様の毎日の食生活を、より楽しく、より豊かに、より便利に
するためのお手伝いをする」とともに、お客様の安全で安心できる生活を守る努力を続けてま
いります。
　株主の皆様におかれましては、引き続きご支援とご理解を賜りますようお願い申し上げます。

⑸　主要な事業内容（平成27年９月30日現在）
①　総合食料品の販売
②　日用品の販売
③　書籍、雑誌、文房具の販売
④　衣料用繊維製品の販売
⑤　家庭用電化製品の販売
⑥　ペット用品、ペットフードの販売
⑦　酒類、煙草、印紙の販売
⑧　前各号に関連する一切の事業
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⑹　主要な事業所（平成27年９月30日現在）
①　当社

本社　　　　　　北海道帯広市西20条南１丁目14番地47
（営業本部・管理本部）
旭川本部　　　　北海道旭川市春光１条８丁目１番地77
札幌本部　　　　北海道札幌市西区八軒10条東５丁目２番
帯広ブロック

北海道帯広市 壱号店 東店
啓北店 白樺店
みなみ野店 自衛隊前店

北海道河西郡芽室町 めむろ店
北海道中川郡幕別町 札内店
北海道河東郡音更町 音更店

旭川ブロック
北海道旭川市 西店 東光店

末広店 東旭川店
旭町店 二条通店
花咲店

札幌ブロック
北海道札幌市 八軒店 白石神社前店

発寒中央駅前店 清田店
北海道恵庭市 恵み野店

センター
帯広市 惣菜センター 帯広配送センター
旭川市 旭川配送センター

②　主要な子会社
株式会社オーケー（帯広ブロック管轄）
北海道河東郡音更町 オーケー店

（注）平成27年４月10日に恵み野店を出店いたしました。
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⑺　使用人の状況（平成27年９月30日現在）
①　企業集団の使用人の状況

使 用 人 数 前 連 結 会 計 年 度 末 比 増 減

284名 11名増

（注)　使用人数には、準社員及びパートナー社員等（アルバイトを含む。）1,064名（１日８時間、１か月22日換
算）は含まれておりません。

②　当社の使用人の状況
使 用 人 数 前 事 業 年 度 末 比 増 減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

274名 13名増 35.1歳 11.6年

（注)　１．使用人数には、当社から当社グループへの出向者（９名）を除き、当社グループから当社への出向者（８
名）を含みます。

２．使用人数には、準社員及びパートナー社員等（アルバイトを含む。）1,000名（１日８時間、１か月22
日換算）は含まれておりません。

⑻　主要な借入先の状況（平成27年９月30日現在）
借 入 先 借 入 金 残 高

株 式 会 社 北 陸 銀 行 713百万円

株 式 会 社 北 洋 銀 行 476

⑼　その他企業集団の現況に関する重要な事項
該当事項はありません。
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２．会社の現況
⑴　株式の状況（平成27年９月30日現在）

①　発行可能株式総数 12,000,000株
②　発行済株式の総数 5,719,320株
③　株主数 2,348名
④　大株主（上位10名）

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

株 式 会 社 イ ト ー ヨ ー カ 堂 1,716,000株 30.03％

ダ イ イ チ 取 引 先 持 株 会 232,300 4.06

小 西 典 子 188,110 3.29

株 式 会 社 北 陸 銀 行 176,520 3.08

株 式 会 社 北 洋 銀 行 170,000 2.97

若 園 　 清 125,800 2.20

株 式 会 社 商 工 組 合 中 央 金 庫 115,200 2.01

小 西 保 男 107,578 1.88

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行
（常任代理人　資産管理サービス信託銀行株式
会社）

100,800 1.76

笹 井 俊 治 87,484 1.53

（注）持株比率は自己株式（5,995株）を控除して計算しております。

⑵　新株予約権等の状況
　該当事項はありません。
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⑶　会社役員の状況
①　取締役及び監査役の状況（平成27年９月30日現在）

会社における地位 氏 名 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況

代 表 取 締 役 会 長 小 西 保 男 ㈱オーケー取締役

代 表 取 締 役 社 長 鈴 木 達 雄 ㈱オーケー代表取締役社長
㈲ダイイチリスクマネージメント代表取締役社長

専 務 取 締 役 若 園 　 清 販売本部長
㈱オーケー取締役

取 締 役 川 瀬 豊 秋 総務兼企画ＩＲ担当

取 締 役 中 本 泰 廣 商品本部長

取 締 役 野 口 　 一 販売本部帯広ブロック兼商品第二部担当

取 締 役 内 藤 龍 信 丸果帯広中央青果㈱代表取締役社長

取 締 役 宮 川 　 明 ㈱イトーヨーカ堂執行役員企画室企画予算部長

取 締 役 井 雲 康 晴

常 勤 監 査 役 堀 内 健 三 ㈱オーケー監査役

監 査 役 佐 藤 　 裕 帯広地方卸売市場㈱代表取締役会長

監 査 役 笹 井 祐 三 三洋興熱㈱代表取締役社長

（注）１．取締役内藤龍信氏、宮川　明氏及び井雲康晴氏は、社外取締役であります。なお、当社は、取締役井雲
康晴氏を東京証券取引所及び札幌証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、両取引所に届け出
ております。

２．監査役佐藤　裕氏及び笹井祐三氏は、社外監査役であります。
３．常勤監査役堀内健三氏は、13年間当社の常務取締役として経理部長を兼任しており、財務及び会計に関

する相当程度の知見を有するものであります。
４．監査役佐藤　裕氏は、帯広地方卸売市場株式会社の代表取締役会長であり、経理部門を所管する役員等

を歴任するなど、企業経営の豊富な経験と専門的な知識等を保持しており、財務及び会計に関する相当
程度の知見を有するものであります。

５．監査役笹井祐三氏は、三洋興熱株式会社の代表取締役社長であり、経理・財務をはじめ企業経営全般の
豊富な経験と高い見識のもと他社の監査役に就任しており、財務及び会計に関する相当程度の知見を有
するものであります。
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②　取締役及び監査役の報酬等の総額
区 分 員 数 報 酬 等 の 総 額

取 締 役
（ う ち 社 外 取 締 役 ）

10名
(4名)

146,630千円
(5,200千円)

監 査 役
（ う ち 社 外 監 査 役 ）

3
(2)

8,806
(4,420)

合 計
（ う ち 社 外 役 員 ）

13
(6)

155,436
(9,620)

（注）１．上記には、平成26年12月24日開催の第60期定時株主総会終結の時をもって退任した取締役１名（うち
社外取締役１名）を含んでおります。

２．取締役の報酬限度額は、平成20年12月24日開催の第54期定時株主総会において年額200,000千円以内
（ただし、使用人分給与は含まない。）と決議いただいております。

３．監査役の報酬限度額は、平成８年12月20日開催の第42期定時株主総会において年額10,000千円以内と
決議いただいております。

４．上記の報酬等の総額には、当事業年度に係る役員退職慰労引当金繰入額10,316千円（取締役８名に対し
9,670千円（うち社外取締役３名に対し400千円）、監査役３名に対し646千円（うち社外監査役２名に
対し340千円））が含まれております。

５．当事業年度末現在の役員退職慰労引当金の残高（当事業年度に係る役員退職慰労引当金の繰入額を除
く。）は、次のとおりであります。
取締役６名に対し169,992千円（うち社外取締役１名に対し3,150千円）
監査役３名に対し17,034千円（うち社外監査役２名に対し14,280千円）
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③　社外役員に関する事項
イ　他の法人等の重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係

・取締役内藤龍信氏は、丸果帯広中央青果株式会社の代表取締役社長であります。当社は、
丸果帯広中央青果株式会社との間に商品仕入等の取引関係があります。

・取締役宮川　明氏は、株式会社イトーヨーカ堂の執行役員企画室企画予算部長でありま
す。株式会社イトーヨーカ堂は当社の大株主であります。また、当社は、株式会社イト
ーヨーカ堂の親会社である株式会社セブン＆アイ・ホールディングスの関係会社との間
にリース契約等の取引関係があります。

・監査役佐藤　裕氏は、帯広地方卸売市場株式会社の代表取締役会長であります。当社は、
帯広地方卸売市場株式会社との間に商品仕入等の取引関係があります。

・監査役笹井祐三氏は、三洋興熱株式会社の代表取締役社長であります。当社は、三洋興
熱株式会社との間に灯油購入等の取引関係があります。

ロ　当事業年度における主な活動状況
出 席 状 況 及 び 発 言 状 況

取 締 役 内 藤 龍 信
当事業年度に開催された取締役会13回のうち、12回に出席し、青
果物卸売業での実務経験を活かした意見を述べるなど、取締役会
の意思決定の妥当性・適正性を確保するための助言・提言を行っ
ております。

取 締 役 宮 川 　 明
当事業年度に開催された取締役会13回のうち、12回に出席し、小
売業界に関する豊富な知識・経験を活かした意見を述べるなど、
取締役会の意思決定の妥当性・適正性を確保するための助言・提
言を行っております。

取 締 役 井 雲 康 晴
平成26年12月24日就任以来開催の取締役会10回の全てに出席
し、経営コンサルタントとしての専門的な見地から意見を述べる
など、取締役会の意思決定の妥当性・適正性を確保するための助
言・提言を行っております。
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出 席 状 況 及 び 発 言 状 況

監 査 役 佐 藤 　 裕

当事業年度に開催された取締役会13回のうち12回に出席、監査役
会6回の全てに出席し、主に税務もしくは財務的な見地から、取
締役会において、取締役会の意思決定の妥当性・適正性を確保す
るための発言を適宜行っております。
また、監査役会において、監査の方法その他監査役の職務の執行
に関する事項及び議案審議等に必要な発言を適宜行っておりま
す。

監 査 役 笹 井 祐 三

当事業年度に開催された取締役会13回の全てに出席、監査役会6
回の全てに出席し、主に当社事業に対する専門的見地から、取締
役会において、取締役会の意思決定の妥当性・適正性を確保する
ための発言を適宜行っております。
また、監査役会において、監査の方法その他監査役の職務の執行
に関する事項及び議案審議等に必要な発言を適宜行っておりま
す。

ハ　責任限定契約の内容の概要
　当社と各社外取締役及び各社外監査役は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法
第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。
　当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が定める最低責任限度額としておりま
す。
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⑷　会計監査人の状況
①　名称　　　監査法人シドー

②　報酬等の額
・当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 16,000千円
・当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭

その他の財産上の利益の合計額 16,000千円
（注）１．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監

査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業年度に係
る会計監査人の報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

２．監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況及び報酬見積りの算出根拠
などが適切であるかどうかについて必要な検証を行ったうえで、会計監査人の報酬等の額につい
て同意の判断をいたしました。

③　会計監査人の解任または不再任の決定の方針
監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断した場

合は、株主総会に提出する会計監査人の解任又は不再任に関する議案の内容を決定いたしま
す。

また、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認められる場合
は、監査役全員の同意に基づき、会計監査人を解任いたします。この場合、監査役会が選定
した監査役は、解任後最初に招集される株主総会において、会計監査人を解任した旨及びそ
の理由を報告いたします。

なお、取締役会が、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断
した場合は、会計監査人の解任又は不再任を株主総会の会議の目的とすることを監査役会に
請求し、監査役会はその適否を判断したうえで、株主総会に提出する議案の内容を決定いた
します。
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⑸　業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況
　取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制、その他会社の業
務の適正を確保するための体制についての決定内容及び運用状況の概要は以下のとおりであり
ます。

①　当社及び当社子会社の取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確
保するための体制

イ　当社グループの業務を担当する取締役は、自己の担当領域について、法令等の順守体
制を構築する権限と責任を有する。また、総務担当取締役は、これらを横断的に推進し
管理する。

ロ　当社グループは、反社会的勢力排除に向け、コンプライアンスの基本方針である「企
業倫理規程」に、社会の秩序や企業の健全な活動に脅威を与える反社会的な勢力に対し
て、毅然とした態度で対応し、経済的な利益を供与しないことを掲げ、関係を排除する。
また、総務部を対応統括部署として、事案により関係部門と協議し対応するとともに、
地元警察署や顧問弁護士等の外部専門機関と連携し、反社会的勢力に対する体制を整備
する。

ハ　内部監査室は、当社グループのコンプライアンス体制の整備・運用状況について内部
監査を実施し、確認する。

ニ　監査役は、取締役の職務執行が法令及び定款に適合することを検証し、監視機能の実
効性向上に努める。

②　当社の取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
イ　当社グループの取締役は、取締役会及び常勤役員会等の議事録、稟議決裁書その他そ

の職務の執行に係る情報を、文書管理規程の定めるところに従い適切に保存しかつ管理
する。また、それらの文書は、監査役の要請によりいつでも閲覧に応じる。

ロ　当社グループに関する重要な情報については、開示を担当する主管部署が、迅速かつ
網羅的に収集し、適時に正確な情報開示を実施する。

③　当社及び当社子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制
イ　法令順守、災害、衛生管理等に係るリスクについては、当社グループのそれぞれの担

当部署にて、規則・ガイドラインの制定、研修の実施、マニュアルの作成・配布等を行
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うものとし、新たに生じたリスクへの対応が必要な場合は、速やかに対応責任者となる
取締役を定める。なお、リスク管理部門として総務部がリスク管理活動を統括し、規程
の整備とその運用を図る。また、内部監査室において、内部監査規程の定めるところに
従い定期的に監査を行う。

ロ　事業の重大な障害、重大な事件・事故、重大な災害等が発生した時には、当社グルー
プにおける損害を最小限に抑えるため、危機管理本部を設置し、直ちに業務の継続に関
する施策を講じる。

④　当社及び当社子会社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
当社グループは、取締役会規程の定めるところに従い、重要案件はすべて取締役会に付

議する。なお、業務執行の意思決定の迅速化と業務運営の効率化を図るため、月２～３回
常勤役員会を開催する。また、日常の業務執行は、職務権限規程、業務分掌規程及び稟議
規程等により、担当役員、部長、次長、課長などの職制ラインに順次権限と職責を適切に
委譲し、適時的確な意思決定と決定内容に沿った業務執行を行う。

⑤　子会社の取締役等の職務の執行に係る事項の当社への報告に関する体制
当社が定める「関係会社管理規程」に基づいて、子会社の営業成績、財務状況その他の

重要な情報について、当社への定期的な報告を行う。

⑥　当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
イ　①から⑤記載事項の全てについて、グループとしての管理体制を構築・整備・運用す

る。
ロ　監査役は内部監査室と連携し、当社と子会社の業務の効率化、適法性及び妥当性を監

査する。また、監査で改善指摘を受けた事項は、各所属長の責任において速やかに改善
を行う。

⑦　当社の監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人
に関する事項

監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合は、当社の使用人から監査
役の補佐員を任命する。
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⑧　前号の使用人の取締役からの独立性に関する事項及び当該使用人に対する監査役の指示の
実効性の確保に関する事項

イ　当該使用人の任命、異動等の人事権に関わる事項の決定には、監査役会の事前の同意
を必要とする。

ロ　当該使用人が、他部署の使用人を兼務する場合は、監査役に係る業務を優先して従事
する。

⑨　当社の監査役への報告に関する体制
イ　取締役及び使用人は、当社または子会社に著しい損害を及ぼすおそれや事実の発生、

信用を著しく失墜させる事態、内部管理の体制・手続き等に関する重大な欠陥や問題、
法令違反等の不正行為や重大な不当行為などについて、書面もしくは口頭にて監査役に
対し報告を行う。また、上記にかかわらず、監査役は必要に応じ、いつでも取締役また
は使用人に対し報告を求めることができる。

ロ　内部通報制度の担当部署は、当社グループの役員及び使用人からの内部通報の状況に
ついて、定期的に監査役に対して報告する。

⑩　前号の報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを確
保するための体制

監査役へ報告を行った当社グループの役員及び使用人に対し、当該報告をしたことを理由
として不利な取扱いを行うことを禁止する。

⑪　当社の監査役の職務の執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項
当社は、監査役がその職務の執行について、当社に対し、会社法第388条に基づく費用の

前払い等の請求をしたときは、当該請求に係る費用又は債務が当該監査役の職務の執行に必
要でないと認められた場合を除き、速やかに当該費用又は債務を処理する。

⑫　その他当社の監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
イ　監査役は、代表取締役社長と定期的に会合を持ち、監査上の重要課題等について、意

見交換を行う。
ロ　監査役は、内部監査室と緊密な連係を保つとともに、必要に応じて内部監査室に調査

を求めることができる。

－ 19 －

業務の適正を確保するための体制



ハ　監査役会が、監査の実施にあたり必要と認めるときは、弁護士、公認会計士、コンサ
ルタントその他の外部アドバイザーを任用することができ、その費用は会社が負担する。

⑬　業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
イ　法令順守及び取締役の効率的職務執行

　取締役は、取締役会を13回、常勤役員会を24回開催し、経営の基本方針、経営に関す
る重要事項ならびに法令で定められた事項などの決定、業務執行状況の監督を行ってお
ります。
　また、常勤役員会メンバーと次長職以上をもって組織される経営会議を12回開催し、
詳細な業績分析と報告、業務執行の具体的な内容、その背景となる重要事項及び具体的
対応策について審議を行っております。

ロ　損失の危険の管理
　法令順守、災害、衛生管理等に係るリスクについては、それぞれの担当部署にて、規
則・ガイドラインの制定、研修の実施、マニュアルの作成・配布等を行い、また、リス
ク管理部門としての総務部がリスク管理活動を統括し、規程の整備とその運用を図って
おります。

ハ　当社グループにおける業務の適正化
　子会社の重要事項の決定については「関係会社管理規程」に従い、当社が事前承認を
行い業務の適正を確保しております。また、監査役は内部監査室と連携し、当社と子会
社の業務の効率化、適法性及び妥当性の監査を行っております。

ニ　監査役監査の実効性確保
　監査役は、監査役会を６回開催するとともに、取締役会、常勤役員会及びその他の重
要な会議に参加し、法令、定款に反する行為や株主利益を侵害する決定がなされていな
いかどうかについて監査を行っております。
　また、監査役は、取締役会・取締役・内部監査室・会計監査人等との意見交換を通じ
て、監査役監査、内部監査、会計監査との連携を図り、また、内部統制システムの構築・
運用状況等について、監督・監査を行っております。

（注）１．本事業報告に記載の金額は、表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。
２．消費税等の会計処理方法については、税抜方式を採用しております。
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連 結 貸 借 対 照 表
（平成27年９月30日現在） （単位：千円）

科 目 金 額 科 目 金 額
資 産 の 部 負 債 の 部

流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
売 掛 金
商 品 及 び 製 品
原 材 料 及 び 貯 蔵 品
前 払 費 用
繰 延 税 金 資 産
未 収 入 金
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産

建 物
構 築 物
工 具 、 器 具 及 び 備 品
土 地
リ ー ス 資 産

無 形 固 定 資 産
借 地 権
そ の 他

投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
関 係 会 社 株 式
出 資 金
長 期 貸 付 金
長 期 前 払 費 用
繰 延 税 金 資 産
敷 金 及 び 保 証 金
そ の 他

3,355,831
1,459,809

350,211
990,111

972
84,913
92,434

378,297
580

△1,500
13,323,613
10,835,335
4,043,191

80,927
62,304

5,669,137
979,775

14,490
5,350
9,139

2,473,788
109,646

3,000
1,794

1,323,251
129,747
32,532

873,544
272

流 動 負 債 4,604,392
買 掛 金 2,156,485
1年内返済予定の長期借入金 608,864
リ ー ス 債 務 264,723
未 払 金 518,920
未 払 費 用 371,237
未 払 法 人 税 等 252,927
未 払 消 費 税 等 97,476
預 り 金 119,626
賞 与 引 当 金 137,536
そ の 他 76,595

固 定 負 債 3,347,887
長 期 借 入 金 1,368,513
リ ー ス 債 務 780,107
退 職 給 付 に 係 る 負 債 538,309
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 197,192
資 産 除 去 債 務 15,978
長 期 預 り 敷 金 保 証 金 430,139
そ の 他 17,646

負 債 合 計 7,952,279
純 資 産 の 部

株 主 資 本 8,701,389
資 本 金 1,639,253
資 本 剰 余 金 1,566,100
利 益 剰 余 金 5,498,963
自 己 株 式 △2,926

その他の包括利益累計額 25,775
その他有価証券評価差額金 25,775

純 資 産 合 計 8,727,165
資 産 合 計 16,679,445 負 債 純 資 産 合 計 16,679,445
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連 結 損 益 計 算 書

(平成26年10月 1 日から
平成27年 9 月30日まで)

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 36,608,043
売 上 原 価 27,801,991

売 上 総 利 益 8,806,051
営 業 収 入

不 動 産 賃 貸 収 入 449,695
そ の 他 84,635 534,330

営 業 総 利 益 9,340,382
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 8,189,236

営 業 利 益 1,151,145
営 業 外 収 益

受 取 利 息 12,880
受 取 配 当 金 2,106
そ の 他 10,197 25,183

営 業 外 費 用
支 払 利 息 35,407
そ の 他 1,112 36,520

経 常 利 益 1,139,808
特 別 損 失

固 定 資 産 除 却 損 26,026
減 損 損 失 4,845 30,872

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 1,108,936
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 396,708
法 人 税 等 調 整 額 △2,325 394,382
少 数 株 主 損 益 調 整 前 当 期 純 利 益 714,554
当 期 純 利 益 714,554
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連結株主資本等変動計算書

(平成26年10月 1 日から
平成27年 9 月30日まで)

（単位：千円）
株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株 主 資 本 合 計

平成26年10月１日　残高 1,639,253 1,566,100 4,870,109 △2,857 8,072,605

連結会計年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △85,700 △85,700

当 期 純 利 益 714,554 714,554

自 己 株 式 の 取 得 △69 △69

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額)

連結会計年度中の変動額合計 － － 628,853 △69 628,784

平成27年９月30日　残高 1,639,253 1,566,100 5,498,963 △2,926 8,701,389

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額
純資産合計その他有価証

券評価差額金
その他の包括利益

累計額合計

平成26年10月１日　残高 12,675 12,675 8,085,281

連結会計年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △85,700

当 期 純 利 益 714,554

自 己 株 式 の 取 得 △69

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額) 13,100 13,100 13,100

連結会計年度中の変動額合計 13,100 13,100 641,884

平成27年９月30日　残高 25,775 25,775 8,727,165
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貸　借　対　照　表
（平成27年９月30日現在） （単位：千円）

科 目 金 額 科 目 金 額
資 産 の 部 負 債 の 部

流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
売 掛 金
商 品 及 び 製 品
原 材 料 及 び 貯 蔵 品
前 払 費 用
繰 延 税 金 資 産
未 収 入 金
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産

建 物
構 築 物
工 具 、 器 具 及 び 備 品
土 地
リ ー ス 資 産

無 形 固 定 資 産
借 地 権
電 話 加 入 権

投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
関 係 会 社 株 式
出 資 金
長 期 貸 付 金
関 係 会 社 長 期 貸 付 金
長 期 前 払 費 用
繰 延 税 金 資 産
敷 金 及 び 保 証 金
そ の 他

3,351,248
1,405,813

337,743
934,259

819
84,913
86,207

502,411
580

△1,500
11,574,177
8,680,677
3,453,251

76,425
55,944

4,188,474
906,581

13,772
5,350
8,421

2,879,728
109,646
43,025
1,764

1,323,251
225,950
129,747
175,345
870,726

272

流 動 負 債 4,335,310
買 掛 金 2,144,285
１年内返済予定の長期借入金 452,516
リ ー ス 債 務 253,796
未 払 金 508,677
未 払 費 用 354,195
未 払 法 人 税 等 212,548
未 払 消 費 税 等 90,784
預 り 金 117,850
賞 与 引 当 金 132,346
そ の 他 68,309

固 定 負 債 2,709,268
長 期 借 入 金 990,714
リ ー ス 債 務 712,011
退 職 給 付 引 当 金 490,279
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 197,192
資 産 除 去 債 務 15,978
長 期 預 り 敷 金 保 証 金 285,445
そ の 他 17,646

負 債 合 計 7,044,578
純 資 産 の 部

株 主 資 本 7,855,071
資 本 金 1,639,253
資 本 剰 余 金 1,566,100

資 本 準 備 金 1,566,100
利 益 剰 余 金 4,652,645

利 益 準 備 金 159,266
そ の 他 利 益 剰 余 金 4,493,379

別 途 積 立 金 3,500,000
繰 越 利 益 剰 余 金 993,379

自 己 株 式 △2,926
評 価 ・ 換 算 差 額 等 25,775

その他有価証券評価差額金 25,775
純 資 産 合 計 7,880,847

資 産 合 計 14,925,426 負 債 純 資 産 合 計 14,925,426
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損　益　計　算　書

(平成26年10月 1 日から
平成27年 9 月30日まで)

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 34,544,307
売 上 原 価 26,200,868

売 上 総 利 益 8,343,438
営 業 収 入

不 動 産 賃 貸 収 入 308,116
そ の 他 90,853 398,970

営 業 総 利 益 8,742,409
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 7,776,667

営 業 利 益 965,741
営 業 外 収 益

受 取 利 息 16,573
受 取 配 当 金 2,104
そ の 他 8,157 26,836

営 業 外 費 用
支 払 利 息 24,288
そ の 他 1,097 25,386

経 常 利 益 967,191
特 別 損 失

固 定 資 産 除 却 損 26,026
減 損 損 失 4,845 30,872

税 引 前 当 期 純 利 益 936,319
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 334,691
法 人 税 等 調 整 額 14,924 349,615
当 期 純 利 益 586,703
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株主資本等変動計算書

(平成26年10月 1 日から
平成27年 9 月30日まで)

（単位：千円）
株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

自己株式 株主資本
合 計資本準備金 資本剰余金

合 計 利益準備金
そ の 他 利 益 剰 余 金

利益剰余金
合 計別 途

積 立 金
繰越利益
剰 余 金

平成26年10月１日　残高 1,639,253 1,566,100 1,566,100 159,266 3,200,000 792,376 4,151,642 △2,857 7,354,138
事業年度中の変動額

別 途 積 立 金 の 積 立 300,000 △300,000 － －
剰余金の配当 △85,700 △85,700 △85,700
当 期 純 利 益 586,703 586,703 586,703
自己株式の取得 △69 △69
株 主 資 本 以 外 の
項目の事業年度中
の 変 動 額(純 額)

事業年度中の変動額合計 － － － － 300,000 201,002 501,002 △69 500,933
平成27年９月30日　残高 1,639,253 1,566,100 1,566,100 159,266 3,500,000 993,379 4,652,645 △2,926 7,855,071

評 価 ・ 換 算 差 額 等
純 資 産 合 計その他有価証券

評 価 差 額 金
評 価 ・ 換 算
差 額 等 合 計

平成26年10月１日　残高 12,675 12,675 7,366,814
事業年度中の変動額

別 途 積 立 金 の 積 立 －
剰余金の配当 △85,700
当 期 純 利 益 586,703
自己株式の取得 △69
株 主 資 本 以 外 の
項目の事業年度中
の 変 動 額(純 額)

13,100 13,100 13,100

事業年度中の変動額合計 13,100 13,100 514,033
平成27年９月30日　残高 25,775 25,775 7,880,847
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連結計算書類に係る会計監査報告
独立監査人の監査報告書

平成27年11月11日
株 式 会 社 ダ イ イ チ

取 締 役 会　御中
監 査 法 人 シ ド ー
指 定 社 員
業務執行社員 公 認 会 計 士 菅 井 　 朗 ㊞
指 定 社 員
業務執行社員 公 認 会 計 士 藤 田 和 重 ㊞

当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社ダイイチの平成26年10月１日から平成27
年９月30日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本
等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。
連結計算書類に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作
成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し
適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書類に対する意見を
表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査
を行った。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証
を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。

監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査
手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づ
いて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当
監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、連結計算書類の作
成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方
法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての連結計算書類の表示を検討することが含ま
れる。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
監査意見

当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠
して、株式会社ダイイチ及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状
況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
以　上
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計算書類に係る会計監査報告
独立監査人の監査報告書

平成27年11月11日
株 式 会 社 ダ イ イ チ

取 締 役 会　御中
監 査 法 人 シ ド ー
指 定 社 員
業務執行社員 公 認 会 計 士 菅 井 　 朗 ㊞
指 定 社 員
業務執行社員 公 認 会 計 士 藤 田 和 重 ㊞

当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社ダイイチの平成26年10月１日から平
成27年９月30日までの第61期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計
算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行った。
計算書類等に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類及びその
附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書
類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用するこ
とが含まれる。
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその附属明細書
に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準
に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書に重要な虚偽表示がない
かどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めて
いる。

監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実
施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書の重要な
虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明
するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案
するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査に
は、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体とし
ての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
監査意見

当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会
計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点
において適正に表示しているものと認める。
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
以　上
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監査役会の監査報告
監　査　報　告　書

当監査役会は、平成26年10月１日から平成27年９月30日までの第61期事業年度の取締役の
職務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作
成し、以下のとおり報告いたします。
１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
（1）監査役会は、当期の監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及

び結果について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況につ
いて報告を受け、必要に応じて説明を求めました。

（2）各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、当期の監査の方針、職務の
分担等に従い、取締役、内部監査室その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び
監査の環境の整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施しました。
①取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況につ

いて報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要
な事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。また、子会社については、
子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社か
ら事業の報告を受けました。

②事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保す
るための体制その他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保する
ために必要なものとして会社法施行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の整備
に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制シス
テム）について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報
告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。

③会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証
するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて
説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保す
るための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理
基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、
必要に応じて説明を求めました。
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　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対
照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計
算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）につ
いて検討いたしました。
２．監査の結果

⑴　事業報告等の監査結果
①　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示してい

るものと認めます。
②　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実

は認められません。
③　内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該

内部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指
摘すべき事項は認められません。

⑵　計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人監査法人シドーの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

⑶　連結計算書類の監査結果
会計監査人監査法人シドーの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

平成27年11月14日

株 式 会 社 ダ イ イ チ 　 監 査 役 会
常勤監査役 堀 内 健 三 ㊞
社外監査役 佐 藤 　 裕 ㊞
社外監査役 笹 井 祐 三 ㊞

以　上

－ 30 －

監査役会の監査報告



株主総会参考書類

第１号議案　剰余金の処分の件
当社は株主の皆様への利益還元を経営上の最重要課題のひとつと考え、安定配当の維持を基本と

しながら、今後の事業展開等を勘案して、以下のとおり当期の期末配当及びその他の剰余金の処分
をいたしたいと存じます。

１．期末配当に関する事項
⑴　配当財産の種類

金銭といたします。
⑵　配当財産の割当てに関する事項及びその総額

当社普通株式１株につき金15円といたしたいと存じます。
なお、この場合の配当総額は、85,699,875円となります。

⑶　剰余金の配当が効力を生じる日
平成27年12月24日といたしたいと存じます。

２．その他の剰余金の処分に関する事項
⑴　減少する剰余金の項目とその額

繰越利益剰余金 300,000,000円
⑵　増加する剰余金の項目とその額

別途積立金 300,000,000円
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第２号議案　定款一部変更の件
１．提案の理由

　「会社法の一部を改正する法律」（平成26年法律第90号）の施行に伴い、業務執行を行わな
い取締役及び社外監査役でない監査役との間でも責任限定契約を締結することが可能となりま
したので、適切な人材の招聘を容易にし、期待される役割を十分に発揮できるようにするため、
現行定款第29条第２項及び第39条第２項の一部を変更するものであります。
　なお、現行定款第29条第２項の変更につきましては、各監査役の同意を得ております。

２．変更の内容
変更の内容は次のとおりであります。

（下線は変更部分を示します。）

現 行 定 款 変 更 案
（取締役の責任免除）
第29条　　　　　　（条文省略）

　２　当会社は、会社法第427条第１項の規程によ
り、社外取締役との間に、会社法第423条第１項
の責任を法令が規定する額まで限定する契約を
締結することができる。

（監査役の責任免除）
第39条　　　　　　（条文省略）

　２　当会社は、会社法第427条第１項の規定によ
り、社外監査役との間に、会社法第423条第１項
の責任を法令が規定する額まで限定する契約を
締結することができる。

（取締役の責任免除）
第29条　　　　　　（現行どおり）

　２　当会社は、会社法第427条第１項の規程によ
り、取締役（業務執行取締役等である者を除
く。）との間に、会社法第423条第１項の責任を
法令が規定する額まで限定する契約を締結する
ことができる。

（監査役の責任免除）
第39条　　　　　　（現行どおり）

　２　当会社は、会社法第427条第１項の規定によ
り、監査役との間に、会社法第423条第１項の責
任を法令が規定する額まで限定する契約を締結
することができる。
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第３号議案　監査役２名選任の件
監査役佐藤　裕及び笹井祐三の両氏は、本定時株主総会終結の時をもって任期満了となりますの

で、監査役２名の選任をお願いするものであります。
なお、本議案に関しましては、監査役会の同意を得ております。
監査役候補者は、次のとおりであります。

候 補 者
番 号

ふり
氏

がな
名

（ 生 　 年 　 月 　 日 ）
略 歴 、 当 社 に お け る 地 位
（重　要　な　兼　職　の　状　況）

所 有 す る 当 社
の 株 式 数

１
さ

佐
と う

藤
 

　
ゆたか

裕
(昭和３年３月24日)

昭和24年12月 一鱗帯広魚菜市場㈱（現帯広地方卸
売市場㈱）入社

41,350株

昭和47年11月 当社監査役（現任）
平成６年２月 帯広地方卸売市場㈱代表取締役社

長
平成20年２月 同社代表取締役会長（現任）
（重要な兼職の状況）

帯広地方卸売市場㈱代表取締役会長

２
さ さ

笹
い

井
ゆ う

祐
ぞ う

三
(昭和19年４月27日)

昭和50年９月 三洋興熱㈱取締役

40,044株
昭和53年11月 当社監査役（現任）
昭和54年５月 三洋興熱㈱代表取締役社長（現任）
（重要な兼職の状況）

三洋興熱㈱代表取締役社長
（注）１．各候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。

２．佐藤　裕及び笹井祐三の両氏は、社外監査役候補者であります。
３．社外監査役候補者の選任理由について

佐藤　裕及び笹井祐三の両氏は、企業経営等の豊富な経験や実績、幅広い知識と見識に基づき、当社の
経営に対して有益なご発言や率直なご指摘をいただいており、両氏の過去及び現在の活動状況に照らし
て当社の業務執行者から独立した立場を有していることから、社外監査役候補者とするものであります。

４．監査役に就任してからの年数（本定時株主総会終結の時まで）について
佐藤　裕氏　　43年
笹井祐三氏　　37年

５．当社は、佐藤　裕氏及び笹井祐三氏との間で会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項
の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令
が定める最低責任限度額としており、佐藤　裕氏及び笹井祐三氏の再任が承認された場合は、両氏との
当該契約を継続する予定であります。
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第４号議案　退任代表取締役に対し退職慰労金贈呈の件
平成27年12月１日をもって代表取締役を退任されました小西保男氏に対し、在任中の功労に報い

るため、当社の役員退職慰労金規程に従い、相当額の範囲内で退職慰労金を贈呈いたしたいと存じ
ます。

なお、その具体的金額、贈呈の時期、方法などは取締役会にご一任願いたいと存じます。
退任代表取締役の略歴は、次のとおりであります。

ふり
氏

がな
名 略 歴

こ

小
に し

西
や す

保
お

男

昭和53年11月 当社取締役
昭和61年11月 当社常務取締役
昭和63年11月 当社専務取締役
平成４年11月 当社取締役副社長
平成５年11月 当社代表取締役副社長
平成10年12月 当社代表取締役社長
平成23年12月 当社代表取締役会長
平成27年12月 当社取締役会長（現任）

以　上
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株主総会会場ご案内図
北海道帯広市西７条南19丁目１番地
北海道ホテル　２階　新雪の間
電　話　（0155）21－0001（代　表）

交 通 の
ご 案 内

・タクシー利用の場合
帯広駅より約５分

・バス利用（十勝バス）の場合
帯広駅前北口より大空団地行70乗車(約10分)、イオン帯広店前下車、徒歩約5分

地図


